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同心協力（連載コラム） 

「ゴミ拾い」15/17 回 

踊っているような背中が遠ざかるのを見ながら、 

あの子はなぜ大通りを横断してまで私に声を掛け 

てきたのだろうかと考えた。 

家に帰っても今の感動を伝える相手がいないのかも知れない。 

誰かに話したかった。それで、ゴミ拾いをしている私を見て駆け寄ってきた？ 

そういえば、小学校のころ、学校であったことを早く母親に伝えたくて、 

走って家に帰ったことがあった。ふとそんなことが思い出された。 

理由などどうでもいい。声をかけてくれたことが素直にうれしかった。 

 

もう何もできなくなり、ぼんやりと道の端に腰かけている自分がいる。 

そこへ学校帰りの子供が通りかかり、「じいちゃん、ひなたぼっこしてるの？」と人なつっこく寄

ってきて並んで座る。そして、「今日ね、学校でこんなことがあったんだよ」と身振りを交えて楽

しそうに喋り始める。一通り話し終えると「今日はこれでおしまい。 

今度会ったらまた話してあげるね」。そう言って給食袋を振り回しながら帰っていく。 

ふと、こんな情景が瞼に浮かんだ。いつか、まだ何年か先のことだろうが、そんな日がくるとい

いなと思う。 

著:佐久友朗 

通所リハビリ課 

 通所リハビリ課では、ご利用者様にぬり絵をしていただいたもの

をフロア内に掲示して、見ることの楽しみも味わっていただいてお

ります。人それぞれの感性で塗られた絵は、同じ絵でも全く違うも

のに見えて、とても楽しくなってきます。 

 また、通所リハビリのフロアには、仁神社の鳥居が祀ってありま

す。かわいい狛犬に囲まれてあり、フロアの安全を見守ってくれて

います。 

敬生会賞を受賞しました！ 

チーム インスタグラム 

 この度、やよい台仁のインスタグラ

ム作成チームが、敬生会賞を受賞しま

した。 

日々、やよい台仁のフロアでのご利用

者様の様子を発信しており、敬生会と

しての新たな試みを成功してくれまし

た。 

 新風を巻き起こしてくれたチーム 

インスタグラムの投稿を、これからも

楽しんで見ていただければと思いま

す。 



 

 

  

リハビリ課 
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  褥瘡ってどんな人やどこにできやすいの？ 

計画停電のお知らせ 

右記のとおり、9/28 の午後

にやよい台仁の施設全体に関わ

る電気設備の法令点検のため、

全館を停電することとなりまし

た。大変ご不便をおかけします

が、9/28の 13:15～16：00

までの面会はお控えいただきま

すよう、お願いいたします。 

 

ともろー訪問看護ステーション弥生台 

9月！秋の始まり！秋と言えば「食欲の秋」！！なのですが、、、今年は猛暑が続いています。 

まだまだ熱中症への予防が必要ですね。そこで、今回は熱中症予防に効果的な栄養素についてご

紹介していきたいと思います。 

 熱中症予防に効果的な栄養素 

１．水分：体温調節や栄養素の運搬に必要不可欠！「水や麦茶」などのノンカフェインを！ 

２．ナトリウム（塩分）：汗で失われるナトリウムを補うことで体内の水分量を適切に保ちま

す。漬物や味噌汁など、塩分を含む食品が推奨されています！ 

３．カリウム：ナトリウムと協力して体内の水分バランスを調整します。 

       バナナやホウレンソウ、トマトなどが摂取しやすいです！ 

４．ビタミン B1：糖質の代謝を助け、エネルギーを作り出します。 

         豚肉や玄米、豆類などに多く含まれています！ 

「おすすめの食材」 

①スイカ：水分が豊富で食べやすい。 ②キウイやオレンジ：水分やビタミンＣが豊富！ 

③漬物や冷やし味噌汁：暑くても摂取し易く塩分補給に良い！  

 

まだまだ暑い日が続き、中々食欲が湧かない事もありますが、自分に合った食べやすい食事を

しっかり摂取して熱中症を予防！！ 元気に夏を乗り切りましょう！！！！ 

 

やよいちゃん 

ともろー 

やよい台仁の献立 

圧迫 

ズレ 
栄養

不足 

当施設のリハビリ課では、多職種で連携を図りながら、褥瘡予防や発生時にも迅速に対応しています。

リハビリ課では、「ベッドや車いす姿勢の提案や設定」「使用用具の選定」等 に主に関わっています。 

《どんな人が褥瘡になりやすいの？》 

■自身で体位変換が難しい方   ■栄養状態が良くない方  

■様々な疾患を抱えている 

■皮膚が弱くなっている方（高齢者/汗や失禁等での皮膚のふやけ/むくみ/薬の

副作用などによる免疫力低下がある等） 

上記のような方が、長時間の「圧迫」「ズレ」などの刺激が繰り返されると 

褥瘡の発生につながりやすくなります。褥瘡の初期段階のひとつとして、“赤くな

った皮膚を 3秒ほど圧迫しても赤みが消えない”場合は要注意です。（指押し法） 

《できやすい部位はどこ？》 

骨が突出しているところが好発部位になって

います。 

褥瘡 

まだまだ暑い日が続きます。私たちも「褥瘡は予防が一番！」の精神で、必要時は支援させていただ

きます。                              画像提供：株式会社フロンティア

ア 

 


